
　国
語
科
を
担
当
す
る
三
浦
章あ

き

子こ

先
生
は
、
単
元
や
教

材
に
応
じ
て
、
授
業
の
形
態
を
変
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
平
家
物
語
」
は
群
読
、「
羅
生
門
」
は
知
識
構
成
型
ジ

グ
ソ
ー
法
を
取
り
入
れ
、
生
徒
の
学
び
を
深
め
て
い
く
。

　「
教
材
の
特
性
や
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
の

育
成
に
最
適
な
活
動
を
検
討
す
る
と
、
お
の
ず
と
形
態

宮崎県立高鍋高校
◎秋月藩校「明倫堂」の精神を引き継いで開校。

「心身學道」「師弟同行」などを教育理念に掲
げる。普通科には、課題研究に力を注ぐ探究
科学コースを設置。全国大会常連のラグビー部
など部活動も盛ん。
◎設立　1923（大正12）年
◎形態　全日制／普通科・生活文化科／共学
◎生徒数　１学年約 260人
◎２０１７年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、千葉大、お茶の水女子大、広島大、
九州大、熊本大、大分大、宮崎大、宮崎公立
大などに55人が合格。私立大は、青山学院大、
東京理科大、関西大、西南学院大などに延べ
123人が合格。
◎ URL
http://takanabe-hs.ed.jp

宮崎県立高鍋高校
三浦章子　みうら・あきこ　

教職歴 23 年。同校に赴任して７年目。
指導教諭。探究科学コース主任。
国語科担当。
アクティブ・ラーニングの実践は４年目になる。

11: 15 本文の精読 授業
ハイライト

教
材
の
特
性
や
育
て
た
い
力
を
基
に

活
動
の
形
を
柔
軟
に
検
討
し
、

言
葉
を
通
し
て
思
考
す
る
力
を
高
め
る

前時の内容を振り返った後、三浦先生は「手で読んでいき
ます」と、黒板に掲示した本文にマーキングしながら読解
のポイントやキーワードを解説。生徒も同様に、本文が印
刷されたプリントにマークをつけながら読解を進める。「こ
こはどういうことか説明してみて」などと、生徒の理解度
を確認する問いかけを何度も行いながら展開した。

●
１
年
生「
国
語
総
合
」の
評
論「
も
の
と
こ
と
ば
」
の
授
業

で
、３
分
割
し
た
本
文
を
各
１
時
間
で
学
習
す
る
３
時
間
目
。

具
体
例
を
的
確
に
読
み
取
る
た
め
、
全
体
で
本
文
を
精
読
し

た
後
、
そ
の
内
容
を
応
用
し
て
身
近
な
も
の
を
定
義
す
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。（
P. 

29
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

現代文

実践

単
元
の
ね
ら
い
に
応
じ
た
学
び
が

深
ま
る
よ
う
、
活
動
形
態
を
検
討

三
浦
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
共
通
し
て
い
る
点
は
、
生
徒
が

思
考
の
過
程
を
共
有
し
、
考
え
を
広
げ
、
深
め
て
い
く

学
び
で
あ
る
こ
と
で
す
」

　
評
論
「
も
の
と
こ
と
ば
」
で
は
、「
こ
と
ば
が
あ
る

か
ら
こ
そ
も
の
を
認
識
で
き
る
」
と
い
う
筆
者
の
主
張

を
理
解
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
身
近
な
も
の
を

１
つ
選
ん
で
定
義
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、

生
徒
の
課
題
に
基
づ
い
て
い
る
。

　「
１
年
生
を
指
導
す
る
中
で
、『
例
え
ば
…
…
』と
考
え

ら
れ
な
い
生
徒
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
恐
ら

く
、そ
の
も
の
の
本
質
を
理
解
で
き
て
い
な
い
た
め
、別

の
事
象
が
思
い
浮
か
ば
な
い
の
で
し
ょ
う
。
今
回
は
、

筆
者
の
主
張
を
身
近
な
も
の
に
あ
て
は
め
て
考
え
さ

せ
、
本
質
を
捉
え
る
力
を
育
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
本
文
の
内
容
を
基
に
学
び
を
深
め
る
た
め
に
は
、
本

文
の
十
分
な
理
解
が
欠
か
せ
ず
、
精
読
の
必
要
が
あ
る

が
、
入
学
時
に
は
文
章
と
向
き
合
え
な
い
生
徒
が
多
い

と
、
三
浦
先
生
は
言
う
。

　「『
国
語
は
勉
強
し
な
く
て
も
で
き
る
』
と
捉
え
て
い

る
生
徒
も
い
て
、
難
し
い
言
葉
が
出
て
く
る
と
、
考
え

る
の
を
や
め
た
り
、
勝
手
に
解
釈
し
た
り
し
ま
す
。
そ

こ
で
、『
手
で
読
む
』
を
ポ
イ
ン
ト
に
、本
文
に
独
自
ル
ー

ル
の
マ
ー
ク
を
記
入
し
な
が
ら
、
文
章
か
ら
意
味
を
絞

り
出
す
意
識
で
読
み
進
め
て
い
き
ま
す
」

　
例
え
ば
、
三
浦
先
生
は
、
接
続
詞
や
主
語
と
述
語
の

関
係
、
条
件
節
、
読
者
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
問
い
な
ど

に
マ
ー
ク
を
し
、
生
徒
は
本
文
が
印
刷
さ
れ
た
プ
リ
ン

ト
に
書
き
込
み
を
す
る
。
そ
の
際
、「
縦
と
横
を
つ
な
ぐ
」

を
意
識
さ
せ
て
、
一
文
ご
と
に
丁
寧
に
読
む
（
縦
）
と

同
時
に
、
文
章
間
の
関
係
を
捉
え
る
読
み
（
横
）
を
並

行
し
て
進
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
文
章
に
つ
い
て
、

「
も
の
を
定
義
す
る
た
め
の
条
件
は
２
つ
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
考
え

を
深
め
て
い
く
よ
う
促
す
。

　
１
年
生
の
初
め
は
三
浦
先
生
の
説
明
に
つ
い
て
い
く

だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
次
第
に
「
手
で

読
む
」
術
を
習
得
し
、
模
試
や
大
学
入
試
で
も
、
問
題

文
に
マ
ー
ク
を
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
精
読
に
よ
る
正
確
な
理
解
が
、
そ
の
後
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
土
台
と
な
る
。
こ
の
日

の
活
動
で
も
、
開
始
直
後
か
ら
話
し
合
い
は
活
発
に
進

み
、
ほ
と
ん
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
10
分
程
度
で
定
義
を
書

き
終
え
た
。
そ
の
間
、
三
浦
先
生
は
机
間
巡
視
し
な
が

ら
、「
考
え
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
て
」「
消
し

ゴ
ム
は
使
わ
な
い
で
」
と
い
っ
た
指
示
を
出
し
た
。

　「
思
考
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
思
考
の
過
程
を
何

度
も
振
り
返
る
試
行
錯
誤
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
振
り
返

り
が
で
き
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
た
こ
と
を
書
き

留
め
、
思
考
の
跡
を
残
し
て
お
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

11 :50 11:30各グループの発表 グループワーク

ホワイトボードに各グループで話し合った定義を記入し、代表
者がそれを読み上げる。それを聞いて、どんなものを定義して
いるのかをクラス全体で考え、定義として妥当かを議論した。

自分のマークのつけ方が読解を深めるものになっているか、
生徒は隣同士でマークのつけ方をチェックする。その後、こ
とばによってものを定義することの意味を説明した本文の内容
を実感するために、３～4人のグループになり、「辞書」「カー
テン」「制服」「消しゴム」「時計」など、身近なものを１つ選び、
定義を考えるグループワークを行った。

思
考
力
を
高
め
る
た
め
に
、

思
考
の
過
程
を
何
度
も
振
り
返
ら
せ
る

精
読
に
よ
る
内
容
理
解
が

思
考
を
広
げ
る
支
え
に
な
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

うまく表せなかったり、ことば不足に気づいたりと苦労しまし
たが、みんなで話し合うことで１つの定義にまとめられました。

生徒の
声
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消
し
ゴ
ム
を
使
わ
せ
な
い
の
も
、思
考
の
過
程
を
リ
セ
ッ

ト
さ
せ
な
い
た
め
に
で
す
」

　
プ
リ
ン
ト
を
貼
っ
た
ノ
ー
ト
の
下
部
に
は
空
白
を
設

け
、
生
徒
は
自
分
の
思
考
の
過
程
を
記
録
し
て
い
く
。

　
本
文
で
は
、「
も
の
の
定
義
に
は
、
外
見
的
・
具
体

的
な
特
徴
に
加
え
、
人
間
側
の
要
素
と
い
う
２
つ
の
条

件
が
必
要
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
条
件
を

満
た
し
た
定
義
と
な
っ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
、「
時
計
」の
定
義
は
、「
人
が
時
間
を
知
り
た
い

時
に
見
る
、
小
学
生
で
も
分
か
る
生
活
に
必
要
な
も
の
」

と
、人
間
側
の
要
素
に
偏
っ
て
い
た
。
三
浦
先
生
が
筆

者
の
考
え
に
立
ち
戻
っ
て
書
き
直
す
よ
う
伝
え
る
と
、

「
長
針
と
短
針
が
あ
り
、
人
が
時
間
を
知
り
た
い
時
に

見
る
も
の
」
と
、
よ
り
客
観
性
の
高
い
定
義
と
な
っ
た
。

　
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
で
は
、筆
者
が
考
え
る
「
こ

と
ば
」
の
定
義
を
１
２
０
字
程
度
で
書
く
宿
題
を
課
し

た
。

　「
ほ
か
の
授
業
で
も
、
学
ん
だ
こ
と
の
本
質
を
１
０
０

〜
１
２
０
字
程
度
で
整
理
す
る
よ
う
な
課
題
を
出
し
て

い
ま
す
。
根
拠
や
前
提
な
ど
を
丁
寧
に
追
っ
て
結
論
を

書
く
と
、
そ
の
程
度
の
文
字
数
が
必
要
で
す
」

　
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
は
提
出
さ
せ
、
必
ず
三
浦

先
生
が
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
返
却
す
る
。そ
の
後
、書
き

直
し
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
常
に
よ
り
よ
い
文
章
が
書
け

る
よ
う
促
す
。

　
今
回
の
授
業
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
た
が
、
そ

れ
は
、
生
徒
個
別
の
活
動
に
す
る
と
時
間
内
に
定
義
を

完
成
で
き
る
生
徒
が
少
な
い
と
踏
ん
だ
か
ら
だ
。

　「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
持
ち
、
考
え
を
深
め

合
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
と
ば
を
定
義
す
る
活
動
が
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
三
浦

先
生
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
観
察
し
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
の
役
割
に
固
定
化
が
見
ら
れ
た
場
合
、
活
動

が
一
段
落
し
た
ら
、
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
る
こ
と
も

想
定
し
て
い
た
。

　
今
回
の
活
動
で
は
、
定
義
を
考
え
る
に
あ
た
り
、「
ま

ず
形
状
を
こ
と
ば
に
し
よ
う
。
次
に
用
途
を
考
え
よ
う
」

な
ど
と
話
し
合
い
を
方
向
づ
け
る
生
徒
、
そ
れ
を
受
け

生徒は読解を進めながら考えたことや疑問をメモし、それ
を思考の過程の振り返り材料とする。三浦先生は黒板に板
書をせず、生徒自身に思考をさせることにこだわる。

12:00

本文の内容を振り返り、改めて気づきを促すきっかけとするた
め、筆者の考える「ことば」を120 字程度で定義するといっ
た設問を含むリフレクションシートを配布し、各自に宿題とし
て取り組ませた。「分かったこと」「分からなかったこと」の
記入欄もあり、それらの内容は三浦先生がまとめて、後日、
全体で共有する。

1 1:55

全グループの発表が終わると、三浦先生は本文の内容に立ち
戻るように指示。筆者が考えるものを定義する条件として、「外
見的・具体的な特徴」「人間側の要素」の２つが必要とされて
いることを踏まえて、グループで再度定義させた。

リフレクションシートの記入 グループごとに書き直す

グループで改めて話し合い、２つの条件をしっかり考え
て入れると、客観的な定義になると気づきました。

生徒の
声

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
観
察
し
、

ワ
ー
ク
を
活
性
化
さ
せ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
く
生
徒
が
見
ら
れ
た
。
考
え

を
１
つ
に
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
も

あ
っ
た
が
、
話
し
合
い
を
何
と
か
前
に
進
め
ら
れ
て
い

た
の
で
、
今
回
は
メ
ン
バ
ー
の
変
更
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
実
践
を
通
し
、
生
徒
の
思
考
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
力
や
書
く
力
は
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
課
題
は
、
生
徒
の
思
考
の
深
ま
り
を
明
確
に
捉
え
る

評
価
方
法
の
確
立
だ
。
三
浦
先
生
は
、
定
期
考
査
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
羅
生
門
」
の
単
元
で
は
、
所

与
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
主
人
公
の
心
情
の
変
化
を

図
式
化
さ
せ
る
問
題
を
出
し
た
。

　「
図
式
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
ど
れ
だ
け
的
確
に
理
解
で

き
て
い
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

は
『
定
期
考
査
を
通
し
て
、
生
徒
の
力
を
深
め
る
』
と

い
う
観
点
が
弱
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
問
題
を

解
く
こ
と
自
体
が
、
生
徒
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
今
後
も
、
指
導
と
評
価
の
改
善
を
重
ね
て
、
生
徒
の

言
葉
の
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
国
語
科
教
員
と
し

て
の
自
身
の
役
割
だ
と
、
三
浦
先
生
は
語
る
。

　「
多
様
な
人
と
一
緒
に
生
き
て
い
く
中
で
、
自
分
の
思

い
が
相
手
の
心
に
響
く
よ
う
に
伝
え
る
力
を
育
て
る
教

科
が
国
語
で
す
。
そ
の
力
は
、
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
役
立
ち
、
武
器
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

学習内容
自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための指導内容 教師による
発問・働きかけの内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

意味段落３を
読み解く

•本文を的確に読むス
キルを習得する。

•本文に書き込みをし
ながら、関連づけて
読む。

• 技能
•思考力
• 判断力
•主体性

【教師】
•黒板に提示した本文を、生徒と同時に
読む。ある程度スピードを意識しながら読
む。一文ごとに丁寧に読む（縦）と同時に、
文章間の関係を捉える読み（横）を並行し
て進めていく。

【生徒】　
•キーワードを的確に捉える。
• 読み取った内容を可視化できるように
マークを書き込む。

•「『机』の例はどこ
ま で か、 抽 象 論 に
戻った箇所はどこか」

•「こう考えてみると」
「そこで」などのつな
ぎの言葉に留意する
よう働きかける。

• 生 徒 がただ作
業的に読 んでい
ないか注意する。

具体例の
分析・深化

• 形式段落○22 ～○26 の
「机」の定義について
考える。

• 形式 段 落 ○27 ○28 か
ら帰納的に具体例を
読み解く。

•身近な例を１つ挙げ、
グループワークを行
う。

•思考力
• 判断力
• 表現力
• 協働性

【教師】
•４人１組のグループワークを指示する。
•「物差し」「辞書」「下敷き」など教室内
にある身近なものを定義するよう指示す
る。

【生徒】　
• 実際にものを手に取りながら、多様な
見方を出し合う。
•出た意見を的確かつ簡潔にまとめ、発
表する。
•「机」はどのような観点から定義される
のかを理解する。
•「人間側の要素」と意味段落２の「こと
ばは世界認識の手がかり」という内容を
つなげる。

•「『人間の外側に存
在するものの持つ多
くの性質』とは『机』
の例ではどういった
性質か、またそれと
は対比的な内容はど
のように表現されて
いるか」

•本文を手がかりに
定義づけを行うよう
促す。

•グループワーク
に慣れているが、
固定的な役割意
識が出始めてい
るので、適宜メン
バーの入れ替えを
検討する。

意味段落４を
読み解く

•本文を的確に読むス
キルを習得する。

•本文に書き込みをし
ながら、関連づけて
読む。

•「ことばとは～」とい
う書き出しで記述をす
る。

• 技能
•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性

【教師】
• 生徒と同時に本文を読み、思考を働か
せながら読むよう指示する。
•キーワードを的確に捉えるよう促す。
• 縦に読みながらも横に読むことを意識さ
せる。
•「ことばとは～」という書き出しで120 字
程度で記述をするように指示する。

•「ことばとは～」の
後に続く内容をいく
つか挙げることから
考えるように働きかけ
る。

•本文全体を踏まえ
た記述を促す。

• 抽象的概 念的
な語 句につまず
いていないかを
確認する。

•「ことばとは～」
に続く表 現が出
ているか、一人ひ
とりを見て回る。

＊三浦先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】国語・国語総合（現代文）
【分野・単元】　評論
【テーマ・作品】　「ものとことば」（鈴木孝夫）

【設定時数】３時間中の３時間目	
【本時全体の目標】 具体例を的確に読み取り、結論につなげる

指
導
と
評
価
の
改
善
を
重
ね
て
、

言
葉
の
力
を
高
め
て
い
く

成
果
と
課
題
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